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阿武隈山地には，花崗岩類を主体とする深

成岩類が広く分布しており，古くから研究さ

れてきた（渡辺ほか，1955; 田中，1989 など）． 

近年，阿武隈山地の深成岩類について，ジ

ルコンの U-Pb 年代が数多く報告され（Kon 

and Takagi, 2012; Kon et al., 2015; Ishihara and 

Orihashi, 2015; Takahashi et al., 2016 など），こ

れらは 121-96 Ma の年代を示すことが明ら

かになった．また，山地東縁の花崗岩類から

は石炭紀末の年代も報告された（Tsutsumi et 

al., 2010; Tsuchiya et al., 2014 など）．しかし，

山地東部の深成岩類の年代値の報告はまだ

少ない．今回，阿武隈山地東部に分布する花

崗岩類のジルコンU-Pb年代測定を行ったの

でその結果を報告し，花崗岩類の貫入時期な

どについて考察する． 

先第三系の地帯構造区分として，阿武隈山

地主要部とその北方延長は阿武隈帯，阿武隈

山地東縁の畑川破砕帯から東側とその北方

延長は北上帯に区分されている（久保・山元，

1990）． 畑川破砕帯以西の阿武隈帯の花崗岩

類は，貫入関係から古い順に，角閃石黒雲母

花崗閃緑岩，角閃石含有黒雲母花崗閃緑岩，

黒雲母花崗岩，白雲母黒雲母花崗岩などが分

布する．畑川破砕帯とその東方の双葉破砕帯

の間の北上帯には，石英閃緑岩，角閃石黒雲

母花崗閃緑岩，黒雲母花崗岩などが分布し，

複数の岩体に区分されている（久保ほか，

1990, 1994, 2002）． 

 今回，阿武隈帯の花崗岩類のジルコン U-

Pb 年代として，中粒角閃石黒雲母花崗閃緑

岩（福島県いわき市及び田村市）で 112.1±

0.9 Ma 及び 103.5±1.5 Ma の値が得られた．

また，中粒淡紅色黒雲母花崗岩（いわき市）

で 108.7±1.0 Ma，細－中粒灰色黒雲母花崗

岩（浪江町）で 111.6±0.7 Ma の年代値が得

られた．さらに，畑川－双葉破砕帯間の北上

帯において，前期白亜紀の火山岩類に貫入す

る国見山花崗閃緑岩（中粒角閃石黒雲母花崗

閃緑岩，南相馬市）で 118.4±0.9 Ma，国見山

花崗閃緑岩を貫く八丈石山花崗岩（中－粗粒

黒雲母花崗岩，浪江町）で 111.5±0.8 Ma の

年代値が得られた． 

 今回得られた年代は，すべて前期白亜紀に

相当する．阿武隈帯の花崗岩類のうち，広く

分布する中粒角閃石黒雲母花崗閃緑岩の年

代値は幅があり，マグマの活動が比較的長期

間続いたことを示す．また，黒雲母花崗岩の

年代値はいずれも 110 Ma に近く，これまで

の報告と調和的であった． 

さらに，今回得られた北上帯の花崗岩類の

U-Pb 年代は，貫入関係と調和的であり，鉱

物の K-Ar 年代（久保ほか，1990）に比べ若

干若いか誤差の範囲内で一致する．Ishihara 

and Orihashi（2015）は，南方の花崗閃緑岩か

ら 108-106 Ma の年代値を報告したが，今回

の測定ではより古い年代値が得られ，北上山

地深成岩類との類似性が示唆された．

Keywords: Plutonic rocks, Abukuma Belt, Kitakami Belt, U-Pb age, zircon 

*Corresponding author: masumi-mikoshiba@aist.go.jp 

R6P-03 一般社団法人日本鉱物科学会2021年年会・総会

@Japan Association of Mineralogical Sciences. - R6P-03 -

 R6P-03 一般社団法人日本鉱物科学会2021年年会・総会

mailto:masumi-mikoshiba@aist.go.jp

